
次代を担ういちご生産者の
環境制御技術等の習得による生産性向上

計画期間：令和４～５年度

対象者：栽培を開始して１～３年のいちご生産者８人

（管内いちご生産者及びいちご生産法人）

担当チーム員：◎小野寺康子、漆山喜信、大内信博、嶋田圭

プロジェクト課題No.３ 資料1-3
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栽培に関すること
環境制御等に関することを
学ぶ勉強会が望まれている

60代後半から
70代前半の生産者と

その後継者

法人育成による
新規就農者

法人への雇用
就農者

管内いちご生産者
（令和元年以降）

スムーズな世代
交代・いちご
栽培継承

県外・地区外
からの

新規就農者

背景

新規生産者の
空きハウス活用

増加 増加

いちごの栽培
を学ぶ機会が

少ない

2

生産者間の繋
がりや栽培の
悩み等を相談
できる機会が

少ない
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課題の目標

3

Ⅰ基本的な栽培知識や環境制御技術等

の習得により、収量が向上する。

Ⅱ生産者間で自由に意見交換ができる

関係が構築され、自主的に情報収集

できるようになる。
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活動事項

Ⅰ いちごの生育に合わせた環境制御

技術等の習得による収量向上支援

（ハウス内生産ほの管理）

4

Ⅱ勉強会開催による栽培技術向上支援、

生産者間交流支援

（育苗及び、勉強会等の開催）
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活動事項Ⅰｰ2 普及センターいちご通信
にて管理技術を確認（環境制御等）

各生産者により、生育の遅れが目立ち、ばらつきが大
きかった。着果後の早朝加温を重点的にすすめた。
→当初予定の時期に収穫できた。（８人中３人）

１２月号

5
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活動事項

6

活動事項Ⅰｰ１ 令和５年末の振り返り

年内収量の確認。予定の収穫開
始時期・出荷量となったか？育苗
開始時期、ハウスの保温開始時期
等は適切だったかを検討した。課
題があれば、対象者と解決策を考
えた。

→対象者自ら次年度の計画を考え
ている。

〇いちご部会令和５年末実績
年内生産実績（２５０ｔ, ８９％※）

販売実績（６６４,５９２千円、

１１０%※）※（ ）内％は対前年比
2024/2/5



活動事項Ⅱｰ1 勉強会、講習会の開催

・いちご新規生産者・後継者向け勉強会を４回開催
（開催日 ６/２９、７/２０、８/１８、１１/９）

・内容 第１回：装置の仕組みを知ろう
第２回：ｐＨとＥＣ計の調整と測定、モニタリング
第３回：いちごの花芽分化について

第４回：IPM防除とアザミウマ対策について

・交流、会話ができるように名札を着用、ワーク
ショップ方式での研修、グループワーク等を取り入
れた。（参加型の勉強会）

→参加者は対象者を含め、第１回62人、第２回69人、
第３回46人、第４回51人 基礎的な技術習得ができた。

→法人からの積極的な参加があった。（株）ＧＲＡ、
（株）一苺一笑、山元いちご農園株式会社、燦燦園等

72024/2/5



活動事項Ⅱｰ1 勉強会、講習会の開催
第４回いちご新規生産者・後継者向け勉強会

最も関心の高いテーマで勉強会を開催。
→グループワークでお互いの考えを聞いた後は、生産

者間情報交換のいい機会となっている。
8

ハウス視察と天敵の観察 グループワークの様子
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活動事項Ⅱｰ1 勉強会、講習会の開催

第4回勉強会 アンケート結果

〇勉強会に対する満足度 以下回答の理由

・IPM防除の中でもアザミウマ対策に最も興味
があったため

・グループワーク検討の有効性がうかがわれた
・アザミウマについてより詳しく話が聞けた

〇グループワークに対する満足度 以下回答の理由

・多様な意見があり、参考にしたいものが多く
あった

・少なめの人数で話が近くで聞けて良かった
・防除体系を考えることができて良かった
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活動事項Ⅱｰ1 勉強会、講習会の開催

〇アンケート結果（勉強会全体について）

生産者どうしの情報交換について、日頃生産者どうしの情
報交換をしていると回答した生産者１６人のうち「いちご新
規生産者・後継者向け勉強会」をきっかけに情報交換をする
ようになったか？

→７人の方は、今回の勉強会をきっかけに情報交換をするよ
うになったと回答。情報交換の内容は主に栽培技術につい
てが多い。

＜技術習得と交流の目標を達成＞
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目標に対する課題の評価

年内収量：令和3年度１００％→令和4年度１１０％
（105％）※

→令和5年度 ９３％
※(  )目標値 （110％）※

11

定量的目標に対する評価

定性的目標に対する評価

Ⅰ基本的な栽培知識や環境制御技術等の習得により、収量が向上する。

→技術習得により、収量が見込めるようになった

Ⅱ生産者間で自由に意見交換ができる関係が構築され、自主的に情報収
集できるようになる。

→勉強会での意見交換等から交流関係が構築された2024/2/5



今後の活動

〇６月までの収穫期間を継続して支援
・振り返りで整理した課題を解決に向

け支援
・暖候期に向けた栽培管理支援

（環境制御等）
・病害虫防除管理支援

12

〇育苗管理の再構築等
・育苗時の適切な肥培管理
・夜冷処理の推進と確実な年内収穫開

始のための作業スケジュール提案
・病害虫防除対策支援

2024/2/5


